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令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 15日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 19日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

○「自立と社
会参加」をめ
ざし、子ども
たちが主体的
意欲的になる
授業を実践す
る。 
 
○授業改善を
組織的に行
い、専門性の
向上を図る 

①評価規準に基づ
いた子どもの姿か
ら目標を明確にし
た授業づくりにつ
なげる 
 
 
 
②授業公開・授業
検討会・学習会等
をとおして専門性
の維持向上を図る 

① ①評価規準に基づい
て振り返りを行うこ
とで、子どもの実態
を捉え直し目標をよ
り明確にする。 
 
 
 
②一人１回の授業公
開、授業検討チーム
による授業検討会を
通して授業改善を行
う。また専門性を高
める学習会・研修等
を行う。 

① ①子どもの目標達成
時の表出方法や行動
に着目した授業を行
い振り返ることがで
きたか。 
 
 
 

② ②授業検討会を行い
協働的な学びを通し
て、授業改善を行う
ことができたか。 

③ 専門性を高める学習
会・研修会を設定
し、専門性の維持向
上につなげることが
できたか。 

①各部門において多く
の教員が、子どもの様
子を捉え、そこから目
標や手立てにつなげる
意識を持つようになっ
ている。 
 
 
②授業検討会は協働的
な学び合いの場とな
り、授業改善につなげ
ることができた。進行
役をたてたことで、効
果的に検討会が進めら
れたチームもあった。 

①今後も子ども一人ひ
とりの目指す姿を具体
的に思い描き評価規準
を設定し、子どもの姿
を振り返りながら、授
業の見直しができるよ
うに引き続き取り組
む。 
②全体で意識したいこ
ととして「見える化、
効率化、ブレインスト
ーミング」を共通でお
さえる。また、より効
果的な授業検討会がで
きるよう進行役の役割
について年度初めに確
認する。 

・一人ひとりに焦点を
当てて取り組んでいる
ことがうかがえた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜保護者アンケート＞ 
達成・やや達成 96％ 

①評価基準を用いること
で、目標設定から評価ま
で一貫した取組みができ
るようになってきたが、
個に応じた評価基準の改
善が引き続き必 
要。 
 
②授業公開、授業検討会
を実施することで、授業
改善を進めることができ
た。検討会の進め方につ
いて等、改善する余地が
ある。 

①引き続き改善しながら
取組みを継続すること
で、実態に応じた授業づ
くりを進めていく。 
 
 
 
 
②授業改善、指導力向上
について、今後も組織的
な取組みを継続してい
く。 

２ 
幼児・児童・ 
生徒指導・支援 

○ICT による教
育活動など、
一人ひとりの
ニーズに応じ
た教育を実践
する 
 
 
 
○アセスメン
トを充実さ
せ、専門性の
高い支援を実
現する 

①ICT を利活用し
た学習、オンライ
ン授業により、
個々の教育的ニー
ズに応じた教育を
実践し、学習活動
の充実を図る 
 
 
②アセスメントツ
ールの活用で、子
どもの特性を客観
的に評価し、個別
教育計画や教育活
動につなげる 

①ICT 活用の効果が
あった事例を共有す
ると共に、子ども自
身が使うという視点
で ICTを活用した授
業実践を行う。 
 
 
 

① ②各学部部門におい
て適切にアセスメン
トツールを活用し、
的確な実態把握を行
う。 

① ①個々に応じた ICT
の活用を実践し、効
果があった事例等の
共有、検証を行うこ
とができたか。 
 
 
 
 

② ②的確な実態把握の
ために、各学部部門
に応じたアセスメン
トツール活用できた
か。 

①子ども自身が ICTを
活用する場面の設定が
できてきてはいるが、
使用場面が限定的であ
るなどの課題がある。
今後は 1 人１台端末の
活用の充実に向けて取
り組む必要がある。 
 
②視機能検査、太田ス
テージ、MEPA-R 等の検
査を幼児児童生徒の実
態に合わせて行い、授
業づくり等に活用し
た。 

①授業の事例を蓄積し
共有できる環境を整え
る。アーカイブなど、
限られた時間の中で日
常的に情報を得られる
システム作りを検討す
る。教員のスキルアッ
プに向けて研修等を工
夫する。 
②今後も継続、活用の
幅を広げていきたい。 

・一人一台端末につい
ては、情報モラル向上
への取組みが課題とな
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜保護者アンケート＞ 
達成・やや達成 91％ 

①子ども自身が ICTを活
用する場面設定を進める
ことができたが、一人一
台端末を推進すること
で、これまでとは違う視
点での取組みも求められ
てくる。 
 
 
②個の実態に即したアセ
スメントツールや検査等
取組みを広げることがで
きた。今後も継続するこ
とで専門性の高い支援を
充実させていく必要があ
る。 

①一人一台端末の利活用
について、研究、実践を
していく必要がある。 
 
 
 
 
 
 
②アセスメント方法や検
査方法について、今後も
継続しつつ、新たな視点
も探っていけるようにす
る。 

３ 進路指導・支援 

○子どもたち
一人ひとりの
生活の充実を
めざし、発達
段階に応じた
進路指導・支
援を行う 
○将来を見据
えた地域生活
充実のため、
障害者スポー
ツを促進する 

①子どもたちの将
来の生活を見据え
学部にわたる長期
的な進路指導・支
援を推進する 
 
 
②子どもたちの余
暇活動の体験機会
を充実と障害者ス
ポーツを地域に定
着させる 

①学部を超えて連携
し、校内学習や作業
学習などの活動に幼
児児童生徒が関われ
るようにし、早期か
らのキャリア教育の
推進を図る。 

① ②本校主催のスポー
ツイベントの実施を
継続するとともに、
地域の大会に参加す
ることを通して、子
どもたちの余暇活動
の体験機会を設け
る。 

① ①高等部以外の幼児
児童生徒が校内学習
や作業学習の見学や
体験ができたか。 
 
 
 

② ②本校主催のスポー
ツイベントを継続実
施することができた
か。地域の大会に参
加することで子ども
たちの余暇活動の体
験機会を設けること
ができたか。 

①子どもたちの将来の
生活を見据える手立て
の一つとして、幼児児
童生徒が校内実習や作
業学習の見学や体験を
することができた。 
 
②本校主催のスポーツ
イベントとして第２回
ボッチャ大会を開催
し、地域の方と一緒に
余暇活動を楽しむこと
ができた。 

①見学や体験をする
際、幼児児童生徒の実
態や希望に添った活動
ができるように事前に
学部間で活動内容の調
整などを行うことが必
要。 
②地域に密着した余暇
活動として、より多く
の方にも参加していた
だけるように、広報活
動の工夫が必要。 

・先の見通しを持った
中、高の作業の取組み
がよい。 
・小学部段階で指導し
ている教員と将来につ
いて情報共有ができる
とよい。 
・個に応じた余暇を充
実させる視点も大切に
してほしい。 
授業、アセスメントが
将来の社会参加につな
がる。 
＜保護者アンケート＞ 
達成・やや達成 85％ 

①学部、部門が多様で、
進路についても学部、部
門によって求めるものに
差異があるため、一貫し
たキャリア教育の共通理
解を進める必要がある。 
 
②スポーツイベントの開
催を継続することができ
た。今後どのように継続
させていくのかを考えて
いく必要がある。 

①進路指導について、目
的や意義を学校全体で共
有しながら早期からの一
貫した取組みを構築して
いく。 
 
 
②スポーツに加えて、他
の余暇活動についても検
討することで将来の地域
生活の充実を目指した
い。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 15日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 19日実施） 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

○地域社会と
連携しなが
ら、社会性を
育む 
 
 
 
 
○相模原地区
におけるイン
クルーシブ教
育を推進する 

①地域と協働し
て、地域資源を活
かした教育活動や
交流及び共同学習
を推進することで
子ども達の社会性
の育成をめざす 
 
②地域の関係機関
との連携を図り、
巡回相談やネット
ワーク会議等への
参加をとおして、
センター的機能の
充実を図る 

①交流デイや地域諸
学校との連携を進
め、新しい生活様式
の中での交流や共同
学習の場の機会を増
やす。 
 
 

① ②地域諸学校への充
実した支援が届けら
れるように、センタ
ー的機能について PR
する場を積極的に設
けるとともに、地域
関係機関と連携しな
がら情報共有の方法
等について検討す
る。 

① ①地域の学校と連携
して交流や共同学習
の場を設けることが
できたか。 
 
 
 
 

② ②センター的機能に
ついて PRする場を設
けることができた
か。 

③ 地域関係機関と連携
して支援の在り方に
ついて検討すること
ができたか。 

①地域のまつりの出店
や九都県市防災訓練な
ど、高等部における防
災学習の取り組みの展
示やボランティア活
動、地域資源を活用し
た作業学習に取り組ん
だ。 
②巡回相談や相模原市
の研修会、また市教委
に県の研修会や資料な
どの案内を行い、支援
教育への理解促進を図
る情報提供ができた。 

①地域活動参加時に学
校 PR をするものを作
成する。地域の清掃活
動を３学期より開始し
たが、次年度は開始時
期を早くできるよう工
夫する。 
 
②巡回相談等で協議検
討した内容について市
教委とも情報共有を行
い、学校コンサルテー
ションの視点から地域
の学校の支援を行える
とよい。 

・センター的機能が活
用できることを知らな
い特別支援学級の保護
者がまだ多くいる。 
・インクルーシブ教育
について、合理的配慮
をしっかり組み立てて
いってほしい。 
・特別支援学級の指導
力向上を図ってほし
い。 
・地域の方にもっと学
校に来てもらい取組み
を見てもらうにはどう
したらよいか考えると
よい。 
＜保護者アンケート＞ 
達成・やや達成 90％ 

①社会情勢の変化により
地域と協働する機会が増
えてきた。その際の目的
を明確にして取り組んで
いくことが大切である。 
 
 
 
②地域関係機関との連携
や地域諸学校への支援を
充実させることができ
た。学校コンサルテーシ
ョンの取組みやセンター
機能の PRについては、今
後も継続していく必要が
ある。 

①地域との積極的な協働
を、目的意識を明確にし
ながら広げていくように
したい。 
 
 
 
 
②センター的機能の充実
とともに学校コンサルに
ついて推進していくこと
が大切である。 

５ 
学校管理 
学校運営 

○信頼と期待
に応える学校
づくりを推進
する 
 
 
 
○安心で安全
な教育環境の
整備に取り組
む 
 
〇現実的な防
災体制を整備
する 
 
 
 
 
 
 
 
○不祥事防止
の徹底を図る 
 
 
 
 
 
 
○教職員の働
き方改革を推
進する 

①学校の様子を保
護者に発信するこ
とで、コロナ禍で
不足していた保護
者の信頼と学校教
育への理解を進め
る 
②社会情勢に応じ
た安全な教育環境
の整備を図る 
 
 
③現実的な防災に
ついて、様々な想
定に基づいた実践
を行う 
 
 
 
 
 
 
④不祥事防止に向
けた取組を継続す
ることで発生を防
ぐ 
 
 
 
 
⑤会議のもち方や
業務の進め方の改
善をとおして、教
職員の働き方改革
を推進する 

① ①年２回の授業参観
日を設定し、保護者
への発信力を高めと
ともに、感想アンケ
ートを取ることで、
保護者の声を聴く機
会ともする 
②日常的な点検や修
理、改善を行うこと
で教育環境の整備を
行う。 
 
③車いす搬送を含め
た全校避難訓練を年
２回、防災宿泊を年
１回実施する。また
学校安全計画、危機
管理マニュアルを元
に実践的な不審者対
応等に取り組む。 
 
 

② ④研修会の充実、日
常的な意識付け、同
僚性の向上、職員の
メンタルヘルス等、
多角的な取り組みを
維持、継続すること
で不祥事を防ぐ。 

③  
④ ⑤行事、会議、業務

の見直しや精選を積
極的に行うととも
に、人的資源の有効
活用、業務分担、進
め方等の改善を行
う。 

① ①授業参観日等を通
して、学校での様子
を知ってもらうこと
ができたか。 

② 保護者からの意見を
吸い上げることがで
きたか。 
②教育環境の整備を
進めることができた
か。 
 
 
③危機管理マニュア
ル等を活かした、実
践的な防災訓練を実
施することができた
か。 
 
 
 
 
 

① ④研修会等取り組み
を通して、事故不祥
事を起こすことなく
学校運営をすること
ができたか。 
 
 
 
⑤実感を伴った行事
や会議、業務の精選
をすることができた
か。 

①授業参観日は、多く
の保護者が参加され
た。日常でも保護者は
授業を見に来てよいこ
とになっているが、一
部の保護者のみであっ
た。 
②危機管理マニュアル
をもとに整備をすすめ
ることができた。経年
劣化による改修箇所が
増えている。 
③初めて全校同時に避
難所体験停電訓練を実
施。人工呼吸器の電源
確保やトイレ流し訓
練、車いす階段搬送、
暖房が無い教室体験を
行った。防災学習計画
通りにすすめることが
できた。 
 
④アンケート実施、話
し合いの場を設けたり
することは、日ごろの
対応を振返る機会とな
り、適切なかかわり方
を考えるなど、意識の
向上につながった。 
 
⑤チーム内連携がうま
く取れていたたこと
を、他チームでも取り
入れたところ、チーム
業務への意見交換が自
然発生的に活発になっ
た。 

①授業参観日は来年度
も継続して行う。 
保護者に授業をいつで
も見に来てよいことを
保護者会、学校だよ
り、面談等でお知らせ
する。 
②教育活動への影響を
最小限にできるよう
に、定期点検、計画的
な改修工事等を行う。 
 
③非常用電源確保の課
題あり。例えば大地震
で非常用電源設備故障
の可能性もある中で、
学校施設としてどこま
で準備ができるのか、
保護者準備の範囲も含
めて検討、相談してい
く必要があると思われ
る。 
④今後も定期的に話し
合いの場を設け、意識
づけにつなげていく。 
 
 
 
 
 
⑤チーム員の運営参加
への意識改善の必要が
ある。例)出勤時、放
課後、退勤前には確認
するルールで未確認期
間が長い場合、また質
問に対して回答が無い
等がある。 
いかに時短、業務削減
になるかを根気よく説
明していく。 

 
 
 
 
 
 
 
・学校の施設設備が整
っていると思う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜保護者アンケート＞ 
達成・やや達成 95％ 

①社会情勢の変化に伴い
授業参観日を設定、開催
することができたが、日
常的な参観についてはさ
らに声かけの工夫が必要
である。 
 
②安全な教育環境の整備
に順次取り組むことがで
きたが、経年劣化等によ
り引き続き対応を継続し
ていく必要がある。 
③計画的に訓練や研修を
実施することができた。
実施後の反省を生かし、
今後も改善しながら継続
していくことが大切であ
る。 
 
 
 
 
④不祥事防止会議や不祥
事防止研修会を継続する
ことで、意識の向上が見
られた。互いに意見を言
い合える関係性づくり等
に今後も継続して取り組
んでいくことが肝要であ
る。 
⑤行事の精選や会議の整
理、チーム運営等の工夫
に取り組むことができる
ようになってきたが、今
後も工夫を重ねていく必
要がある。 

①日常的に保護者が気兼
ねなく学校に来られるよ
うな働きかけをしていく
ことで、様子が見える学
校にしていく。 
 
 
②定期点検と緊急度を勘
案しながらの修理改善に
取り組む。 
 
 
③PDCAサイクルを活用し
て、より現実的な防災体
制を整備していくように
する。 
 
 
 
 
 
 
④会議、研修の機会を設
け、意識の維持、向上と
ともに同僚性の維持、向
上を目指していく。 
 
 
 
 
⑤これまでの取組みを共
有する、さらに工夫を重
ねていくことで働き方改
革を進めたい。 



 

 
 


